
１１
　　

水水
  稲稲

１１
　　

水水
  稲稲

番 号
商

 品
 名

[試
験

薬
剤

名
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

濃
度

(量
)

目
的

・
使

用
時

期
使

用
方

法
毒 性

本
剤

の
使

用
回

数
使

用
上

の
注

意
事

項
新

規 ･
改

訂

（（
１１

））
苗苗

1
ｽ

ﾐｾ
ﾌ
ﾞﾝ

P
液

剤
[S

-
3
2
7
D

]
ｳ

ﾆ
ｺ
ﾅ

ｿ
ﾞｰ

ﾙ
P

　
0
.0

2
5
%

2
5
0
倍

育
苗

期
の

徒
長

防
止

催
芽

直
前

は
種

量
：
催

芽
籾

7
5
～

4
0
0
m

l/
箱

1
5
～

2
4
時

間
種

子
浸

漬
籾

と
薬

液
の

容
量

比
１

：
１

以
上

1
１

．
種

籾
を

十
分

薬
液

に
浸

し
、

浸
漬

後
の

水
洗

い
は

行
わ

な
い

。
２

．
覆

土
が

厚
く
な

ら
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

と
と

も
に

、
第

一
鞘

高
を

伸
ば

さ
な

い
よ

う
温

度
管

理
に

注
意

す
る

。
３

．
稚

苗
の

は
種

量
で

は
、

育
苗

日
数

、
追

肥
時

期
・
量

は
中

苗
に

準
ず

る
。

４
．

草
丈

が
短

く
な

る
の

で
田

面
の

均
平

に
努

め
、

移
植

後
の

水
管

理
に

注
意

す
る

。

（（
２２

））
湛湛

水水
直直

播播
（（
種種

籾籾
））

1
ｶ
ﾙ

ﾊ
ﾟｰ

粉
粒

剤
1
6

過
酸

化
ｶ
ﾙ

ｼ
ｳ

ﾑ
　

1
6
.0

%
乾

燥
種

籾
重

量
と

等
量

発
芽

率
の

向
上

苗
立

ち
歩

合
の

安
定

は
種

前
浸

種
後

湿
粉

衣
1

１
．

催
芽

籾
は

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

作
業

の
３

～
４

時
間

前
か

ら
十

分
水

切
り

す
る

。
２

．
専

用
の

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

マ
シ

ー
ン

を
使

用
す

る
。

３
．

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

種
子

は
十

分
陰

干
し

し
、

表
面

が
白

く
な

っ
て

か
ら

網
袋

に
入

れ
、

風
通

し
の

よ
い

と
こ

ろ
で

保
管

す
る

。
た

だ
し

、
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
２

日
以

内
に

は
種

す
る

。

ⅤⅤ
　　

植植
物物

成成
長長

調調
整整

剤剤
使使

用用
ガガ

イイ
ドド

　　
【【
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
】】
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２２
　　

畑畑
作作

物物
２２

　　
畑畑

作作
物物

番 号
商

 品
 名

[試
験

薬
剤

名
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

濃
度

(量
)

目
的

・
使

用
時

期
使

用
方

法
毒 性

本
剤

の
使

用
回

数

使
用

上
の

注
意

事
項

新
規 ･

改
訂

（（
１１

））
春春

まま
きき

小小
麦麦

ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
　

1
0
%

1
0
0
～

2
0
0
m

l
茎

稈
伸

長
抑

制
、

倒
伏

軽
減

出
穂

始
期

(は
じ

め
て

出
穂

を
見

た
日

か
ら

2
0
％

出
穂

日
ま

で
)

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
2
5
L
又

は
1
0
0
L

１
．

3
0
％

以
上

の
出

穂
を

み
て

か
ら

の
散

布
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

出
穂

2
0
％

ま
で

の
出

穂
始

の
適

期
に

散
布

す
る

。
２

．
低

薬
量

で
は

効
果

が
劣

る
こ

と
が

あ
る

。
３

．
少

水
量

散
布

の
場

合
は

、
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
　

1
0
%

2
0
0
～

3
3
3
m

l
茎

稈
伸

長
抑

制
止

葉
期

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
2
5
L
又

は
1
0
0
L

１
．

少
水

量
散

布
の

場
合

は
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

２
．

低
薬

量
で

は
効

果
が

劣
る

こ
と

が
あ

る
。

2
ｶ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
8
8
3
(M

)F
L
]

-
H

2
3

ﾌ
ﾟﾛ

ﾍ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞｵ

ﾝ
ｶ
ﾙ

ｼ
ｳ

ﾑ
塩

　
5
%

1
5
0
m

l
茎

稈
伸

長
抑

制
止

葉
期

(止
葉

5
0
%
展

開
)～

出
穂

始
期

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
1
0
0
L

1

3
ｻ

ｲ
ｺ
ｾ

ﾙ
P

R
O

[B
A

W
-
0
9
0
7
液

剤
]

-
H

2
5

ｸ
ﾛ
ﾙ

ﾒ
ｺ
ｰ

ﾄ　
6
5
.8

%
1
5
0
m

l
茎

稈
伸

長
抑

制
小

麦
6
葉

期
前

後
（
草

丈
3
0
～

4
0
㎝

）

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
1
0
0
L

劇
1

１
．

散
布

時
期

が
遅

れ
る

と
効

果
が

劣
る

。
２

．
極

端
な

多
肥

条
件

で
は

、
茎

の
伸

張
を

抑
制

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
３

．
適

期
収

穫
を

励
行

す
る

。
４

．
指

定
濃

度
を

守
り

、
重

複
散

布
に

な
ら

な
い

よ
う

に
葉

面
が

均
一

に
濡

れ
る

程
度

に
散

布
す

る
。

ま
た

、
散

布
直

後
に

降
雨

が
あ

っ
て

も
再

散
布

は
行

わ
な

い
。

５
．

鉄
砲

ノ
ズ

ル
及

び
ミ

ス
ト

機
の

使
用

は
避

け
る

。
６

．
高

温
時

の
散

布
で

薬
害

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
晴

天
の

日
は

、
日

中
を

避
け

夕
方

に
散

布
す

る
。

７
．

春
ま

き
小

麦
を

根
雪

前
に

は
種

す
る

場
合

（
初

冬
播

き
栽

培
）
に

は
、

春
ま

き
栽

培
に

準
じ

た
使

用
量

、
使

用
時

期
で

散
布

す
る

。

（（
２２

））
秋秋

まま
きき

小小
麦麦

1
ｴ
ｽ

ﾚ
ﾙ

1
0

[ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
液

]
-
H

2
,H

2
0

ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
　

1
0
%

2
0
0
m

l(
水

量
2
5
L
)

2
0
0
～

3
3
3
m

l(
水

量
1
0
0
L
)

茎
稈

伸
長

抑
制

、
倒

伏
軽

減
止

葉
期

～
出

穂
始

期
茎

葉
散

布
散

布
水

量
：
2
5
L
又

は
1
0
0
L

1
１

．
3
0
％

以
上

の
出

穂
を

み
て

か
ら

で
は

倒
伏

軽
減

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
適

期
に

処
理

す
る

。
２

.少
水

量
散

布
の

場
合

は
、

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。

2
ｶ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾑ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
8
8
3
(M

)F
L
]

-
H

2
1

ﾌ
ﾟﾛ

ﾍ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞｵ

ﾝ
ｶ
ﾙ

ｼ
ｳ

ﾑ
塩

　
5
%

1
5
0
m

l
茎

稈
伸

長
抑

制
、

倒
伏

軽
減

止
葉

期
(止

葉
5
0
%
展

開
)

～
出

穂
5
日

前
ま

で

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
1
0
0
L

1

3
ｻ

ｲ
ｺ
ｾ

ﾙ
P

R
O

[B
A

W
-
0
9
0
7
液

剤
]

-
H

2
6

ｸ
ﾛ
ﾙ

ﾒ
ｺ
ｰ

ﾄ　
6
5
.8

%
1
5
0
～

2
0
0
m

l
茎

稈
伸

長
抑

制
幼

穂
形

成
期

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
1
0
0
L

劇
1

1
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l
茎

稈
伸

長
抑

制
麦

出
穂

前
2
0
～

1
0
日

（
草

丈
約

4
0
～

6
0
㎝

）

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
1
0
0
L

1
1
)

【
摘

要
】

　
1
)ｻ

ｲ
ｺ
ｾ

ﾙ
P

R
O

に
係

る
総

使
用

回
数

は
２

回
以

内
。

（（
３３

））
ばば

れれ
いい

しし
ょょ

1
ｴ
ｽ

ﾚ
ﾙ

1
0

[ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
液

剤
]

-
H

1
8
,H

2
2

1

１
．

散
布

時
期

が
遅

れ
る

と
効

果
が

劣
る

。
２

．
極

端
な

多
肥

条
件

で
は

、
茎

の
伸

長
を

抑
制

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
３

．
適

期
収

穫
を

励
行

す
る

。
４

．
指

定
濃

度
を

守
り

、
重

複
散

布
に

な
ら

な
い

よ
う

に
葉

面
が

均
一

に
濡

れ
る

程
度

に
散

布
す

る
。

ま
た

、
散

布
直

後
に

降
雨

が
あ

っ
て

も
再

散
布

は
行

わ
な

い
。

５
．

鉄
砲

ノ
ズ

ル
及

び
ミ

ス
ト

機
の

使
用

は
避

け
る

。
６

．
高

温
時

の
散

布
で

薬
害

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
晴

天
の

日
は

、
日

中
を

避
け

夕
方

に
散

布
す

る
。
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２２
　　

畑畑
作作

物物
２２

　　
畑畑

作作
物物

番 号
商

 品
 名

[試
験

薬
剤

名
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

濃
度

(量
)

目
的

・
使

用
時

期
使

用
方

法
毒 性

本
剤

の
使

用
回

数

使
用

上
の

注
意

事
項

新
規 ･

改
訂

1
石

灰
窒

素
5
0

[石
灰

窒
素

粉
剤

]
-
H

4

ｶ
ﾙ

ｼ
ｳ

ﾑ
ｼ
ｱ

ﾅ
ﾐﾄ

ﾞ　
5
0
%

1
0
～

1
5
kg

/
1
0
a

茎
葉

枯
凋

茎
葉

黄
変

期
上

澄
液

又
は

粉
状

の
全

面
茎

葉
散

布
1

１
．

石
灰

窒
素

を
水

溶
液

と
す

る
場

合
刺

激
臭

の
あ

る
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

が
発

生
す

る
の

で
、

攪
拌

は
必

ず
風

通
し

の
よ

い
場

所
で

行
う

。
２

．
本

剤
を

水
に

溶
か

す
と

沈
殿

物
を

生
じ

、
上

澄
液

は
減

少
す

る
。

有
効

成
分

を
溶

か
す

た
め

に
は

沈
殿

物
が

固
化

し
な

い
よ

う
に

２
時

間
位

よ
く
撹

拌
し

、
そ

の
後

２
時

間
放

置
し

、
上

澄
液

を
採

取
す

る
。

３
．

上
澄

液
は

1
0
a当

り
1
0
0
L
を

均
一

に
散

布
す

る
。

４
．

粉
状

散
布

の
場

合
は

、
降

雨
、

朝
露

等
で

ば
れ

い
し

ょ
の

茎
葉

が
十

分
湿

っ
て

い
る

時
、

又
は

茎
葉

に
散

水
し

て
水

分
を

付
着

さ
せ

て
か

ら
行

う
。

５
．

降
雨

直
前

の
散

布
は

避
け

る
。

６
．

作
業

に
際

し
て

は
、

保
護

メ
ガ

ネ
農

業
用

マ
ス

ク
、

不
浸

透
性

手
袋

長
ズ

ボ
ン

、
長

袖
の

作
業

衣
、

ゴ
ム

長
靴

等
を

着
用

す
る

。

ﾃ
ﾞｼ

ｶ
ﾝ
乳

剤
[N

H
-
6
1
1
乳

剤
]

-
H

1
7

ﾋ
ﾟﾗ

ﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾝ

ｴ
ﾁ
ﾙ

　
0
.4

%
2
5
0
～

4
5
0
m

l/
1
0
a

一
般

栽
培

に
お

け
る

茎
葉

枯
凋

促
進

茎
葉

黄
変

期
(茎

葉
黄

変
始

め
～

収
穫

３
日

前
ま

で
)

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
1
0
0
L
/
1
0
a

2
１

．
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
場

合
は

、
散

布
を

避
け

る
。

２
. 
土

壌
が

極
端

に
乾

燥
し

て
い

る
と

き
の

使
用

は
避

け
る

。
３

. 
枯

凋
効

果
は

、
散

布
後

３
日

前
後

か
ら

発
現

し
、

８
～

1
0
日

で
ほ

ぼ
完

成
す

る
。

４
．

１
回

処
理

を
原

則
と

す
る

が
１

回
で

不
十

分
な

場
合

に
限

っ
て

２
回

目
の

散
布

処
理

を
行

う
。

な
お

、
２

回
目

処
理

の
使

用
時

期
は

、
１

回
目

処
理

後
３

～
６

日
目

に
散

布
す

る
。

［
１

回
目

］
4
5
0
m

l/
1
0
a

採
種

栽
培

に
お

け
る

茎
葉

枯
凋

促
進

［
１

回
目

散
布

］
開

花
期

後
3
0
日

以
降

（
茎

葉
繁

茂
期

）

2

［
２

回
目

］
2
5
0
～

4
5
0
m

l/
1
0
a

［
２

回
目

散
布

］
１

回
目

散
布

後
の

3
～

6
日

後
収

穫
3
日

前
ま

で

（（
４４

））
てて

んん
ささ

いい
ｽ

ﾐｾ
ﾌ
ﾞﾝ

P
液

剤
[S

-
3
2
7
D

液
]

-
H

9
,H

1
4
,H

1
9

ｳ
ﾆ
ｺ
ﾅ

ｿ
ﾞｰ

ﾙ
P

　
0
.0

2
5
%

【
噴

霧
処

理
法

】
1
0
～

2
0
倍

(原
液

2
.5

～
5
.0

m
l/

冊
)

育
苗

期
の

伸
長

抑
制

本
葉

抽
出

期
(本

葉
長

2
m

m
以

上
)～

移
植

２
週

間
前

茎
葉

散
布

【
噴

霧
処

理
法

】
ペ

ー
パ

ー
ポ

ッ
ト

１
冊

当
た

り
希

釈
1
0
～

2
0

倍
液

を
散

布
水

量
5
0
m

lで
噴

霧
散

布
。

1

【
灌

水
処

理
法

】
1
0
0
倍

(原
液

5
.0

m
l/

冊
)

【
灌

水
処

理
法

】
ペ

ー
パ

ー
ポ

ッ
ト

１
冊

当
た

り
希

釈
1
0
0

倍
液

を
散

布
水

量
5
0
0
m

lで
灌

水
散

布
。

1
１

．
本

剤
を

所
定

量
の

水
に

う
す

め
良

く
か

き
混

ぜ
て

か
ら

散
布

す
る

。
２

．
本

剤
は

わ
い

化
活

性
が

強
い

の
で

使
用

量
を

遵
守

す
る

。
３

．
て

ん
さ

い
以

外
の

作
物

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

恐
れ

が
あ

る
の

で
、

周
辺

作
物

へ
飛

散
し

な
い

よ
う

散
布

す
る

。
４

．
残

液
は

作
物

の
栽

培
さ

れ
る

場
所

に
は

処
分

し
な

い
。

５
. 
灌

水
処

理
法

に
よ

る
徒

長
防

止
効

果
は

、
噴

霧
処

理
法

よ
り

や
や

劣
る

。

2

茎
葉

散
布

散
布

水
量

：
1
0
0
L
/
1
0
a

１
．

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
、

散
布

を
避

け
る

。
２

. 
土

壌
が

極
端

に
乾

燥
し

て
い

る
と

き
の

使
用

は
避

け
る

。
３

. 
枯

凋
効

果
は

、
散

布
後

３
日

前
後

か
ら

発
現

し
、

８
～

1
0
日

で
ほ

ぼ
完

成
す

る
。

４
．

１
回

目
処

理
の

使
用

時
期

は
、

品
種

の
早

晩
性

に
よ

り
次

の
と

お
り

を
目

安
と

す
る

。
早

生
種

：
開

花
期

後
、

3
0
～

3
5
日

／
中

生
種

：
開

花
期

後
、

3
5
～

4
0
日

／
晩

生
種

：
開

花
期

後
、

4
0
～

5
0
日

５
．

２
回

目
の

処
理

時
期

は
、

早
い

方
が

枯
凋

効
果

が
高

い
。
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３３
　　

野野
　　

菜菜
３３

　　
野野

　　
菜菜

番 号
商

 品
 名

[試
験

薬
剤

名
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

濃
度

(量
)

目
的

・
使

用
時

期
使

用
方

法
毒 性

本
剤

の
使

用
回

数

使
用

上
の

注
意

事
項

新
規 ･

改
訂

（（
１１

））
トト

ママ
トト

1
ｴ
ｽ

ﾚ
ﾙ

1
0

[ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
液

]
-
S
5
8

ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
　

1
0
%

3
0
0
～

5
0
0
倍

(１
果

房
5
m

l)
果

実
の

熟
期

の
促

進
各

果
房

の
白

熟
期

白
熟

期
の

果
房

中
心

に
散

布
(１

果
房

当
た

り
５

m
l)

１
果

房
に

つ
き

１
回

１
．

ハ
ウ

ス
内

処
理

は
高

温
に

注
意

し
、

散
布

後
２

～
３

日
間

は
3
0
℃

以
上

に
な

ら
な

い
よ

う
に

管
理

す
る

。
２

．
白

熟
期

と
な

っ
た

果
房

以
外

の
茎

葉
や

上
位

段
果

房
に

散
布

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

す
る

。
３

．
対

象
は

生
食

用
ト

マ
ト

で
あ

り
、

加
工

用
ト

マ
ト

は
適

用
外

で
あ

る
。

1

2
ﾄﾏ

ﾄﾄ
ｰ

ﾝ
4
-
C

P
A

　
0
.1

5
%

低
温

時
(2

0
℃

以
下

) 
5
0
倍

高
温

時
(2

0
℃

以
上

) 
1
0
0
倍

着
果

促
進

、
果

実
の

肥
大

促
進

、
熟

期
の

促
進

開
花

前
３

日
～

開
花

後
３

日
位

芽
や

幼
葉

に
か

か
ら

ぬ
よ

う
に

噴
霧

(花
房

又
は

花
が

濡
れ

る
程

度
)

１
花

房
に

つ
き

１
回

１
．

処
理

時
に

生
長

点
や

若
葉

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
．

同
じ

花
房

に
重

複
散

布
し

な
い

。

（（
２２

））
メメ

ロロ
ンン

1

1
ﾌ
ﾙ

ﾒ
ｯ
ﾄ液

剤
[K

T
-
3
0
S
液

]
-
S
6
3
,H

3

ﾎ
ﾙ

ｸ
ﾛ
ﾙ

ﾌ
ｪﾆ

ｭ
ﾛ
ﾝ
　

0
.1

%
2
5
0
p
p
m

(果
梗

部
塗

布
)

5
0
～

1
0
0
p
p
m

(子
房

部
散

布
)

着
果

促
進

開
花

前
日

又
は

当
日

(ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞﾒ

ﾙ
ﾃ
ｨｰ

)

果
梗

部
塗

布
子

房
部

散
布

1
１

．
品

質
低

下
防

止
の

た
め

、
人

手
あ

る
い

は
訪

花
昆

虫
に

よ
る

受
粉

を
併

用
す

る
。

２
．

糖
度

の
低

下
、

ネ
ッ

ト
の

発
現

不
良

な
ど

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

３
．

果
梗

部
塗

布
で

は
、

塗
布

量
が

多
い

と
果

梗
部

の
肥

大
な

ど
の

薬
害

を
生

じ
る

の
で

、
つ

け
す

ぎ
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
４

．
子

房
部

散
布

で
は

、
柱

頭
に

か
け

な
い

よ
う

に
子

房
部

の
両

側
か

ら
散

布
す

る
。

（（
３３

））
キキ

ャャ
ベベ

ツツ

1

1
ｳ

ﾆ
ｺ
ﾅ

ｿ
ﾞｰ

ﾙ
P

　
0
.0

2
5
%

2
5
0
～

1
,0

0
0
倍

育
苗

期
の

徒
長

防
止

播
種

後
出

芽
前

セ
ル

成
型

育
苗

ト
レ

イ
、

ペ
ー

パ
ー

ポ
ッ

ト
(3

0
c
m

×
6
0
c
m

、
使

用
土

壌
約

1
.5

～
4
L
)１

枚
当

り
5
0
～

1
0
0
m

l土
壌

灌
注

1
１

．
本

葉
２

葉
期

処
理

に
比

べ
て

徒
長

防
止

効
果

が
高

い
が

、
生

育
が

や
や

遅
れ

る
こ

と
が

あ
る

。

育
苗

期
の

伸
長

抑
制

定
植

前
子

葉
展

開
期

～
本

葉
3
葉

期
セ

ル
成

型
育

苗
ト

レ
イ

、
ペ

ー
パ

ー
ポ

ッ
ト

(3
0
c
m

×
6
0
c
m

、
使

用
土

壌
約

1
.5

～
4
L
)１

枚
当

り
5
0
～

1
0
0
m

l茎
葉

散
布

１
．

散
布

水
量

1
0
0
m

l/
ﾄ
ﾚ
ｲ
お

よ
び

使
用

濃
度

2
5
0
倍

散
布

で
は

、
定

植
後

に
長

く
生

育
抑

制
が

残
る

こ
と

が
あ

る
。

２
．

処
理

時
期

が
遅

れ
る

と
定

植
後

に
長

く
生

育
抑

制
が

残
る

こ
と

が
あ

る
。

2

2
ﾋ
ﾞﾋ

ﾞﾌ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
8
3
3
F
L
]

-
H

1
5

ﾌ
ﾟﾛ

ﾍ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞｵ

ﾝ
ｶ
ﾙ

ｼ
ｳ

ﾑ
塩

　
1
%

5
0
～

1
0
0
倍

伸
長

抑
制

に
よ

る
苗

の
徒

長
防

止
子

葉
展

開
～

本
葉

２
葉

期
育

苗
ト

レ
イ

(3
0
c
m

×
6
0
c
m

)１
枚

当
た

り
5
0

～
1
0
0
m

lを
茎

葉
散

布
1

１
．

子
葉

展
開

期
処

理
は

本
葉

２
葉

期
処

理
に

比
べ

、
本

葉
等

の
伸

長
抑

制
効

果
が

大
き

い
。

２
．

伸
長

を
過

度
に

抑
制

さ
せ

な
い

た
め

に
、

多
量

・
重

複
散

布
し

な
い

。

（（
４４

））
レレ

タタ
スス

1

1
ｳ

ﾆ
ｺ
ﾅ

ｿ
ﾞｰ

ﾙ
P

　
0
.0

2
5
%

2
5
0
～

1
,0

0
0
倍

育
苗

期
の

伸
長

抑
制

播
種

後
出

芽
前

セ
ル

成
型

育
苗

ト
レ

イ
、

ペ
ー

パ
ー

ポ
ッ

ト
(3

0
c
m

×
6
0
c
m

、
使

用
土

壌
約

1
.5

～
4
L
)１

枚
当

り
5
0
～

1
0
0
m

l土
壌

灌
注

1
１

．
土

壌
灌

注
に

よ
る

処
理

の
場

合
は

、
所

定
量

の
水

に
希

釈
し

、
鉢

土
全

体
に

均
一

に
灌

注
す

る
こ

と
。

土
壌

が
過

湿
状

態
の

時
は

、
使

用
を

避
け

る
こ

と
。

２
．

レ
タ

ス
に

使
用

す
る

場
合

、
早

期
に

処
理

す
る

ほ
ど

生
育

が
遅

れ
る

場
合

が
あ

る
の

で
留

意
す

る
こ

と
。

育
苗

期
の

伸
長

抑
制

定
植

前
子

葉
展

開
期

～
本

葉
２

葉
期

セ
ル

成
型

育
苗

ト
レ

イ
、

ペ
ー

パ
ー

ポ
ッ

ト
(3

0
c
m

×
6
0
c
m

、
使

用
土

壌
約

1
.5

～
4
L
)１

枚
当

り
5
0
～

1
0
0
m

l茎
葉

散
布

１
．

茎
葉

散
布

の
場

合
は

、
植

物
体

全
体

特
に

新
葉

部
に

均
一

に
か

か
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

２
．

レ
タ

ス
に

使
用

す
る

場
合

、
早

期
に

処
理

す
る

ほ
ど

生
育

が
遅

れ
る

場
合

が
あ

る
の

で
留

意
す

る
こ

と
。

  （（
５５

））
かか

ぼぼ
ちち

ゃゃ

1

1
ｴ
ｽ

ﾚ
ﾙ

1
0

[ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
液

]
-
H

1
6

ｴ
ﾃ
ﾎ

ﾝ
　

1
0
%

5
0
0
倍

(2
0
m

l/
株

)
西

洋
か

ぼ
ち

ゃ
の

雌
花

花
成

促
進

子
蔓

４
葉

期
(親

蔓
摘

心
子

蔓
２

本
仕

立
て

）

茎
葉

全
面

散
布

1
１

．
散

布
し

た
株

は
雄

花
が

正
常

に
開

花
せ

ず
、

花
粉

が
得

ら
れ

な
い

た
め

、
受

粉
の

た
め

の
無

処
理

株
を

用
意

す
る

。
２

．
親

蔓
摘

芯
、

子
蔓

２
本

仕
立

を
行

う
。

一
株

当
た

り
の

着
花

数
が

通
常

よ
り

多
く
な

る
た

め
、

摘
花

(果
)に

よ
る

着
果

制
限

(１
蔓

当
た

り
２

果
程

度
)を

必
ず

行
い

、
施

肥
な

ど
の

管
理

を
適

切
に

行
う

３
．

散
布

時
あ

る
い

は
直

後
に

極
端

な
高

温
ま

た
は

低
温

、
あ

る
い

は
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
時

は
効

果
が

不
安

定
と

な
る

た
め

散
布

は
避

け
る

。

（（
６６

））
たた

まま
ねね

ぎぎ

1

1
ｽ

ﾐｾ
ﾌ
ﾞﾝ

P
液

剤
[S

-
3
2
7
D

液
]

-
H

2
0

ｳ
ﾆ
ｺ
ﾅ

ｿ
ﾞｰ

ﾙ
P

　
0
.0

2
5
%

1
.0

～
2
.5

m
l/

ト
ﾚ
ｲ

た
ま

ね
ぎ

成
型

ポ
ッ

ト
育

苗
時

の
徒

長
防

止 播
種

時

育
苗

土
調

製
時

に
所

定
薬

量
(１

ト
レ

イ
当

た
り

製
品

1
.0

～
2
.5

ｍ
ｌ)
を

混
和

1
１

．
み

の
る

タ
マ

ネ
ギ

専
用

培
土

を
使

用
し

た
試

験
結

果
で

あ
る

。
２

．
高

薬
量

ほ
ど

徒
長

防
止

効
果

は
高

い
が

、
下

位
葉

に
黄

化
や

ね
じ

れ
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

る
。

３
．

ハ
エ

類
の

発
生

が
多

い
場

合
に

は
防

除
の

徹
底

に
留

意
す

る
。

ｽ
ﾐｾ

ﾌ
ﾞﾝ

P
液

剤
[S

-
3
2
7
D

液
]

-
H

1
1
,H

1
7

ｽ
ﾐｾ

ﾌ
ﾞﾝ

P
液

剤
[S

-
3
2
7
D

液
]

-
H

2
0
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４４
　　

果果
　　

樹樹
４４

　　
果果

　　
樹樹

番 号
商

 品
 名

[試
験

薬
剤

名
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

濃
度

(量
)

目
的

・
使

用
時

期
使

用
方

法
毒 性

本
剤

の
使

用
回

数

使
用

上
の

注
意

事
項

新
規 ･

改
訂

（（
１１

））
りり

んん
ごご

1
ｴ
ｺ
ﾙ

ｰ
ｷ

ｰ
[K

C
-
1
1
2
9
]

-
H

1
7

蟻
酸

ｶ
ﾙ

ｼ
ｳ

ﾑ
　

9
8
%

1
0
0
～

1
5
0
倍

摘
花

満
開

期
(頂

芽
側

花
満

開
期

及
び

腋
芽

満
開

期
)

立
木

全
面

散
布

1
0
a当

た
り

3
0
0
～

6
0
0
Ｌ

2
１

．
薬

液
が

柱
頭

に
十

分
付

着
す

る
よ

う
に

散
布

す
る

。
２

．
開

花
状

況
を

よ
く
観

察
し

適
期

散
布

に
努

め
る

。
３

．
葉

縁
に

褐
変

症
状

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

2
ｽ

ﾄｯ
ﾎ

ﾟｰ
ﾙ

液
剤

[ｼ
ﾞｸ

ﾛ
ﾙ

ﾌ
ﾟﾛ

ｯ
ﾌ
ﾟ]

-
S
5
8

ｼ
ﾞｸ

ﾛ
ﾙ

ﾌ
ﾟﾛ

ｯ
ﾌ
ﾟ　

4
.5

%
1
,0

0
0
～

1
,5

0
0
倍

収
穫

前
落

果
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収
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日
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７
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し
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２
回

散
布
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場

合
は

1
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度
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け
る

）

立
木

全
面
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布
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り
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L

2
１

．
果

実
の

成
熟

促
進

効
果

が
あ
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の
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適

期
収

穫
に

努
め

る
。

２
．

極
端

な
高

温
時
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散

布
は
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け

る
。
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ﾀ
ﾚ
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ﾄﾘ
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ﾑ
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収
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収
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予
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り
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～
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２
回

散
布

]2
,0

0
0
倍

［
２

回
散

布
］

収
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収
穫
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落

果
防

止
［
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回
散

布
］

収
穫
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予
定

日
の

1
4
～
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前

立
木
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面

散
布

1
0
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3
0
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～
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0
0
L

2
１

．
極

端
な

高
温

時
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散
布
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け
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梢
5
0
c
m
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長
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梢
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布
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０
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～
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促
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旺
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布
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～
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２２

））
ぶぶ

どど
うう

（（
デデ

ララ
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ｼ
ﾞﾍ

ﾞﾚ
ﾘ
ﾝ
錠

剤
ｼ
ﾞﾍ

ﾞﾚ
ﾘ
ﾝ
粉

末
ｼ
ﾞﾍ

ﾞﾗ
錠

ｼ
ﾞﾍ

ﾞﾗ
錠

5
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ﾞﾚ

ﾘ
ﾝ
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ｼ
ﾞﾍ
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ﾘ
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ﾞﾍ
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ﾘ
ﾝ
　

3
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ｼ
ﾞﾍ

ﾞﾚ
ﾘ
ﾝ
　

3
.5

8
%

ｼ
ﾞﾍ

ﾞﾚ
ﾘ
ﾝ
　

2
.7

8
%

1
0
0
p
p
m

無
種

子
化

果
粒

肥
大

促
進

第
１

回
目

：
満

開
予

定
日

の
約

1
4
日

前
第

２
回

目
：
満

開
約

1
0
日

後

第
１

回
目

：
花

房
浸

漬

第
２

回
目

：
果

房
浸

漬

２
回

（
但

し
開

花
前

１
回

・
落

花
後

１
回

）
、

但
し

降
雨

等
に

よ
り

再
処

理
を

行
う

場
合

は
合

計
４

回
以

内

１
．

晴
天

日
に

処
理

し
、

処
理

当
日

2
0
m

m
以

上
の

降
雨

が
あ

っ
た

場
合

は
、

再
処

理
す

る
。

２
．

樹
勢

の
強

す
ぎ

る
樹

や
弱

す
ぎ

る
樹

に
は

処
理

し
な

い
。

３
．

第
２

回
目

の
処

理
は

、
薬

液
が

付
着

し
す

ぎ
る

と
果

面
が

汚
れ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
果

房
を

揺
す

る
な

ど
余

分
な

薬
液

を
落

と
す

。

露
地

栽
培

園
ジ

ベ
レ

リ
ン

処
理

時
期

の
拡

大 満
開

予
定

日
の

1
4
～

1
7
日

前

１
．

第
１

回
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す
る

。
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１
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デ
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ウ
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い
防
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。
２

．
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目
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の
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に
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。
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．
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。
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．
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0
0
倍

２
回

散
布
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収
穫

開
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予
定
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2
1
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1
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目
の

散
布

を
行

い
、
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散
布

７
～

1
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日
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に

２
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散
布

を
行
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。

4
ﾋ
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ﾐﾉ
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１
．

摘
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を
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用
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効
果
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２

．
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梢
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果
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く
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発
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３

．
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発
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落
葉
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効
果
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４
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効
果
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。
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